
日本建築家協会《ＪＩＡ》 関東甲信越支部 城東地域会主催  

なりたての建築士のための設計コンペ   

 

【概要】 

日本建築家協会《ＪＩＡ》城東地域会は、公益法人の社会貢献として、一級建築士のデザイン・空間表現の向上を目

指しています。一級建築士の資格取得者は、製図試験も合格されたわけですが、これは試験として行われた設計

であり、本来の建築家として、自らの意図を表現する事は無かったと思われます。ＪＩＡ城東地域会は、試験とは別

に建築家として同じ課題に取り組んだ時は、異なる設計提案が有るものと考えます。そのため一級建築士のデザイ

ン・空間表現の向上を目指す場として、一級建築士の製図試験と同じ条件での、設計コンペティションを実施します。 

 

このコンペティションは、設計課題は、《令和 5年度 一級建築士試験「設計製図の試験」》と同じ【図書館】とします。

設計条件も敷地及び周辺状況は、一級建築士試験と全く同じ、建築物に求める要求も同様とします。しかし、これ

は試験では無いため、自らの判断で設計課題により的確にこたえるために、条件を逸脱しても構いません。要求図

書は、一級建築士試験とは異なりＡ３版用紙であれば、どのような記載でも構いません。試験と同じ図面でも構いま

せんが、パースやイメージのみ、あるいは文章のみでも構いません。自ら課題に対する適正な回答を表現できる方

法での提案を求めます。失格条項はありません。全て同様に審査します。 

 

【テーマ】 

可 能 性 と し て の 図 書 館 

 

【趣旨文】 

私達はかつてない程の変化の著しい時代を生きています。特に情報環境のあり方の変化は顕著です。 

新型コロナウイルスへの対応の過程の中では、オンラインによるコミュニケーションが余儀なくされ、数年間の間に、

それは新たな情報空間として日常化しました。一方で、自由に外に出ることのできなかった経験は、身体と実空間

の関係についてあらためて考えるきっかけとなりました。この数年間で、私達は、実空間（リアル）と情報空間（オン

ライン）に同時に存在することを、当たり前の身体感覚として捉えるようになったのではないでしょうか。 

 

図書館は、かつて、複製できない貴重な本をその場で閲覧するための空間からはじまりました。その後、時代が進

むにつれて、「本を貸し借りする空間」「その場に滞在して読書をする空間」「図書を活用して課題を解決する空間」

といったように変化してきました。私達のライフスタイルと情報環境の変化によって、図書館という建築のあり方は、

問い直され、時代を映す存在となってきたのです。 

 

現代は、大量の情報が目まぐるしく行き交い、生活様式が多様化する時代です。私達はその中で、新しい身体性を

持って生きているのかもしれません。膨大なデータが行き交う情報空間に接続した身体、これまでと変わりなく場所

に埋め込まれた実空間に接続した身体。 

 

本という媒体は、「文字という抽象化された情報が刻まれた」「かたちのある物理的な媒体」という二重性に魅力が

あります。文字を読むことによって無限の想像力を広げること、文字を読まなくても本がそこにあるだけで感じること。

そのこととデジタル化時代の物理的な建築としての図書館のあり方には何か関係がある気がしてなりません。 

 

新たな身体性を生きる私達にとって、図書館とはどんな場所であったら良いでしょうか。現代を生きる私達ひとりひ

とりの実感の中に、その可能性があるはずです。 



皆でそのことを考えるきっかけとなるような、形式にとらわれない独創的な提案を期待します。 

 

審査員 高野洋平 

【審査員】 

審査員＋基調講演：  高野 洋平  建築家 ／MARU。Architecture 

 

【審査員プロフィール】 

1979 愛知県生まれ 

2003 千葉大学大学院修了 

2003- 2013 佐藤総合計画 

2013- MARU。architecture共同主宰 

2013- 2016 千葉大学大学院工学研究科博士後期課程 博士（工学） 

現在、高知工科大学特任教授、法政大学、京都大学非常勤講師 

 

【応募資格 】 

資格：令和 5年度 一級建築士試験合格者 

 

【課題・条件】 

《令和 5年度  一級建築士試験「設計製図の試験」》と同じ。【図書館】  

 

【スケジュール】  

登録期間  ４月１日 ～ ５月２０日 

質疑受付  ４月８日 ～ １２日（期間厳守）、 

質疑回答 ４月１7日 ＪＩＡ城東地域会 HPに提示 （個別には回答いたしません。） 

課題提出期限  開始：５月１３日  ～ 締切：５月２０日  （期間厳守） 

審査会（Web審査）   ５月２５日 （土） （Webでの公開プレゼンテーション） 

 

【登録】 

登録期間中に ＪＩＡ 城東地域会 までメールで登録申請してください。 

「コンペ参加希望」と明記し、住所・氏名・電話番号・メールアドレスを記載して下さい。 

宛先 ： ＪＩＡ 城東地域会 メールアドレス    jia.jyoto2024@gmail.com  （今年から変わりました。） 

 

【質疑】 

質疑受付 ４月８日～１２日（期間厳守）、城東地域会までメールで送信して下さい。 

質疑回答 ４月１７日 ＪＩＡ城東地域会 HPに提示 （個別には回答いたしません。） 

＊過去の質疑は、ＨＰにて公開予定 

 

【応募作品】 

レイアウト、表現方法は自由  （縦横 自由） 

設計主旨文章、計画イメージ、図面、パース、ＣＧ、模型写真、ダイアグラム等、どのような形式でも提案可能   

上記内容を含む提案を、A３用紙 1枚にまとめて、PDF形式のデータで、メールにて城東地域会に提出  

 

mailto:jia.jyoto2024@gmail.com


【審査会】 

5月 2５日 土曜日 （公開審査会と同時に、審査員の基調講演も予定） 

審査員＋基調講演：高野洋平 建築家／MARU。architecture    

公開審査（プレゼンテーション）・講演会共に、Ｗｅｂ（zoom）にて開催予定 

＊当日の詳細予定については、登録された方に後日直接メールで通知します。 

 

【賞金】 

最優秀賞…１作品 賞金１０万円 、 優秀賞……２作品程度 賞金５万円 

 

【主催】 公益社団法人 日本建築家協会 《ＪＩＡ》 関東甲信越支部 城東地域会  


